
ＮＰＯ法人多摩源流こすげ事務局長

多摩川源流大学

石坂　真悟　

小菅村の地域づくりと
多摩川源流大学

小菅川最上流部　橋立地区の冬から春へ



自己紹介（１）
•石坂真悟（いしざか　しんご）
• 1981年10月8日生　40歳

• 小菅村嘱託職員→2021年4月 フリー（ＮＰＯ専属）

• 埼玉県さいたま市

• 東京農大　森林総合科学科2004年卒

• 登山、ランニング、体を動かすこと旅行

• 幼少期から登山やキャンプに触れることが多く、その影響で田舎暮ら
しに憧れる

• 2006年11月に小菅村に移住→2020年9月隣町の大月市に移住

• 大月市より通勤（30分）



自己紹介（２）
•気持ちは「半分村民、半分都会」

•目指す暮らしは「Ｌife Work Mix」

•幸せな家族を増やし幸せな地域を作る
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１．小菅村の概要
（地理、特産物、人口など）



小菅村の位置

国勢調査
小菅村郷土小誌
役場住民記録より作成

・多摩川の源流
・東西約１４km　南北約７km
・総面積5,265ha（約1/3が東京都水源涵養林）
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小菅村の人口



2020.1.1　人口構成 717名　 高齢化率45.6%

住民基本台帳ベース



平成22年

842人

2010（平成22年）-2020（令和2年）
10年間の人口動態

令和３年10月  

689人



昭和３０年

2,244人

1918（大正7年）-2020（令和2年）
100年間の人口動態

大正７年

1439人
令和３年10月

689人



1730年-2020（令和2年）
約300年間の人口動態

1730年

872人

明治

1955年　昭和３０年

2,244人

昭和 平成大正

江戸1730年 令和

2021年　令和３年

689人



我が国における総人口の長期的推移

出展：「国土の長期的展望」中間とりまとめ　概要（平成 23年2月21日国土審議会政策部会長期展望委員会

小菅村
45％

日本の最先端を
行く小菅村



２．村の公共施設について
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小菅村立

小学校　33名（17名）
中学校　15名（4名）
　　　　　※括弧内は山村留学
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下水道事業開始　1982
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村営住宅建設　1992
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小菅の湯　　1995
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フォレストアドベンチャー・こすげ　2013　
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国道１３９号線松姫トンネル開通　2014.11
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道の駅こすげオープン　2015.3



注目を集めている道の駅こすげ



道の駅　こすげ　源流レストラン
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フォレスト

アドベンチャー・こすげ

道の駅こすげ

小菅の湯

村内の主要な観光施設の経営を一本化

新会社である

「株式会社　源」を設立。

３施設が連携することによる

売上、サービスの向上を図る。



2015.3 新庁舎完成
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タイニーハウス　2016
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タイニーハウス
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ジビエ加工施設　2017
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中央公民館　2018.5
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1階　木工室
デジタルファブリケーション
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デジタルデータをもとに創造物を制作する技術のことである。3Dスキャ
ナーや3D CADなどの測定機械により、自分のアイデアや個人の身体
データ等をデジタルデータ化した上で、そのようなデジタルデータを3Dプ
リンターやレーザーカッターなどのデジタル工作機械で読み込んで造形
する
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２階　図書室
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３階　キッチン
　　　コアワーキングスペース

37／2７



４階　講堂
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３．村づくりの取り組み

39／2７



多摩源流祭り　1987　　
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2012
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■ 4年間で70人ほど移住（人口の約1割）

▹ 小菅村源流親子留学で家族で移住（教育目的）

▹ 単身世帯用のタイニーハウスを2年間で5棟建設

2014年から移住者が急増
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NIPPONIA　小菅　2019.8



古民家ホテル　NIPPONIA　源流小菅　

https://nipponia-kosuge.jp/



NIPPONIA　崖の家（コテージ）8月7日





ドローンの試験輸送が始まりました



ドローン配送の実証実験



第5次総合計画

• 10年に1度作成される「村づくりの基本計画」

• スケジュール

7-8月　村民アンケート

8-9月　村民ワークショップ

来年3月　第5次総合計画　策定

・皆さんからのご意見も

ぜひお願いします



第2部　

４.NPOこすげ・源流大学 の活動
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ＮＰＯ法人多摩源流こすげ　2009
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NPOこすげの業務

・源流体験

・里山ツアー

・農業体験

・猟コース

Etc…

・大学連携実習

・学生インターン

・協力隊受入れ

・保小中体験学習

・研修等受入れ

・調査受入れ

・在来種保存

・郷土資料保管

・源流絵図普及

・文化保存記録

多摩川源流研究所 多摩川源流大学 

・御用聞き（援農）

・商品開発

・企業連携



多摩川源流研究所　2001　
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源流×体験　



2006年



法政大学2017　



中央大学2019.3
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学生×体験
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源流×学生



学生インターン　2001年
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学生インターンの受入れ



• 累計28名の受入れ（うち７名が現役）
• 任期終了11名中７名が定住（72%が定住）
• 途中で離脱した人はゼロ

地域おこし協力隊の受入れ



小菅村の子ども×教育

保育所自然遊び事業



サマースクール事業

夏・冬休みの子どもの
居場所づくり

小菅村を知る



冬休みの子どもの居場所づくり

小菅村を知る

ウインタースクール事業



多摩川源流の調査・研究
郷土資料の保管、収集



企画・マーケティング
販売・プロモーション 　小菅タオルの製造

NPO

㈱ホットマン

コンセプト

・タオル商品として認知度、品質の高い貴社の製品　　　　　
・充実した子育て環境で移住者が増えた、そんな村のお母さん達が縫う（小菅の空気に包まれる）

オリジナル
タオル注文

村内での製造

奥秋縫製

高品質で
　　人に優しい空気が織り込まれたタオル

㈱ホットマン×ＮＰＯこすげ　オリジナルタオル

ネットショップ物産館、村民

こすげの優しいタオル
おくるみタオル

（課題）村のお土産、（資源）地域の仕事、（アイデア）流域の企業との連携　



企業連携の支援・協働
2016年6月ランサーズ連携 2016年8月ビクセン連携

2017年3月CAMP IN CAR連携



企業と連携した事業





源流大学

こすげ保・小・中学校 一般コース

学部（考・食・遊・創etc…)保：自然あそび、森の学校
小：総合学習、源流体験
中：総合学習、村への提言
　　　
Closedプログラム

高校・大学生

連携協定大学の受入れ

調査研究協力

高校・大学生の受入れ

インターン

Closedプログラム

募集型プログラムの開催
一般の方、源流で学びたい人など

Openプログラム

新設今で主で行っていた事業（継続分野）



【講義組み立ての流れ】

源流大　運営事務局

講師・キュレーター　
（小菅の資源を活かして講座を作る、講義
ができる方）
・料理人、農家、小菅ファン、村民など

・源流（現在小菅村のみ）体験を

　　出発点にした講義を相談

↓
・講義内容/講義日程/料金/
　定員/　最低開講者数を決定

↓
・募集ページを事務局で作成

↓
・募集開始/講師キュレーター

　　/事務局にて告知開始

↓
・約30日程度告知後、最低

　　開講者数を上回れば開講決定

↓
・申込者へ受講案内を送信

応募

受講

卒業

〈運営・講義を組み立てることに興味がある人はキュレーターや運営事務局へ〉

・NPO こすげ　５名
・外部事務局　運営に携わっていただく方
・各地で源流大学を広める方

〈卒業生コミュニティ〉



4/10・11　源流大学　開校式





源流大学　水源の森再生PJ　 



高田宏臣
株式会社高田造園設計事務所代表、NPO法人地球守
代表理事。東京農工大学農学部林学科卒業。1997年独
立。2003~2005年日本庭園研究会幹事。2007年株式会
社高田造園設計事務所設立。

土中環境の健全化、水と空気の健全な循環の
視点から、住宅地、里山、奥山、保安林などの
環境改善と再生の手法を提案、指導。大地の
通気浸透性に配慮した伝統的な暮らしの知恵
や土木造作の意義を広めている。



五感で食を学ぶ　地域の方から山菜を教えていただく  



森林再生ボランティア2002～　 
荒廃人工林の再生 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水源の森再生　保水力のある森へ



人工林内の水源の石積み
かつては、ワサビが栽培できるほど
湧水があった



籠やザル、物干しなどで活用された竹
現在は高齢化と物資の購入により
住宅の裏山の竹も荒廃している



地域の資材は炭にして土壌へ 



 次回は
12月４・５日開催



源流域での体験学習を行うことで、その地域に係る住民と学生、ま
た上下流域に暮らす人たちの交流を促し、お互いに無いものを補え
る流域全体の繋がりや、豊かな源流資源の活用を意識できる人材
の育成、コミュニティづくりを図ります

目先ではなく100年後の日本の循環型社会を実現するための知恵
を、着実に継承していきます。  





令和４年度　地域おこし協力隊
NPO法人多摩源流こすげ・源流大学スタッフ募集  

詳しくは、小菅村役場HPをご覧ください！
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